
日本初の「デジタルバンク」として Google Cloud に
勘定系を構築。Cloud Spanner で銀行基幹システムで
求められる可用性を実現

2021 年  5 月にサービス提供を開始した「みんなの銀行」は、デジタル  ネイティブ世代をターゲットと
したスマートフォン専業銀行。金融にまつわる煩わしさを排除し、ゼロベースでこれからの銀行に求め
られる機能を開発・提供していくと打ち出しています。そんな同行の大きな技術的トピックの 1 つが、勘
定系システムにパブリッククラウドを採用したこと。これはもちろん国内初*の試みです。ここではサー
ビス開始後の手応えをシステム構築をリードしてきた皆さんにお伺いしました。

利用している Google Cloud ソリューション

利用している Google Cloud サービス

業務内容の特殊性から、フィンテック全盛の金融業界の中でも IT 活用がやや
遅れがちだった銀行業界。そんな中、日本初*の「デジタルバンク」として注目を
集めているのが「みんなの銀行」です。特に勘定
系システムにパブリック クラウドである Google 
Cloud を採用したことに驚いた人も多いのでは
ないでしょうか。そんな挑戦を乗り越え、2021 
年 5 月 28 日に無事、サービスを開始したみん
なの銀行。その後の手応えについて、同行執行
役員CIOであり、システム開発会社のゼロバン
ク・デザインファクトリー取締役CIOの宮本氏
は次のように語ります。
「おかげさまで開業直後からターゲットとして
いたデジタル ネイティブ世代の皆さまを中心に
全国幅広い層のお客さまに口座を作っていただ
きました。口座数はその後も順調に増え続けて
おり、想定通りの推移をしております。また、お
客さまからはサービス内容やアプリのデザイ
ン、使い勝手に対してご好評をいただいており、
給与口座にしたいというありがたいお言葉もい
ただいています。」（宮本氏）

そんな同行が勘定系システムのプラットフォームに Google Cloud を選択した
のは 2018 年夏のこと。宮本氏は「まだ私が参画する前の決定ですが」と前置

Google Kubernetes Engine、Cloud Spanner、BigQuery、Apigee、Cloud SQL、
Firestore、Dataflow、Vertex AI  など

Google Cloud Databases、Stream Analytics

"東阪両現用"  を実現するには  Cloud Spanner しかなかった

ふくおかフィナンシャルグループが 2019 年 8 
月に設立したスマートフォン完結型のデジタル
バンク。2020 年 12 月に銀行業営業免許を取
得し、2021 年  5 月  28 日に開業した。同年  9 
月 5 日時点で「みんなの銀行アプリ」のダウン
ロード数が 26 万件に達したほか、口座開設数
も  11 万件を突破している（初年度目標は  4 0 
万件）。みんなの銀行とゼロバンク・デザイン
ファクトリーを合わせた従業員数は計 147 名
（2021 年 9 月 1 日時点、※役員、派遣社員、業務
委託は除く）。
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https://cloud.google.com/products/databases
https://cloud.google.com/solutions/stream-analytics
https://cloud.google.com/kubernetes-engine
https://cloud.google.com/spanner
https://cloud.google.com/bigquery
https://cloud.google.com/apigee/
https://cloud.google.com/sql
https://cloud.google.com/firestore
https://cloud.google.com/dataflow
https://cloud.google.com/vertex-ai
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Google Cloud を活用することで、ビジネスの将来に注力できるようになります。インフラストラクチャの管理やサーバーの
プロビジョニング、ネットワークの構成などに起因する負担を軽減することができます。つまり、イノベーターもプログラ
マーも、自分の本来の仕事に集中することができます。

銀行システムに求められるのは安定性、可用性だけではありません。外部からの
悪意あるアクセスに耐えうる、高いセキュリティも求められます。
「今回の取り組みでは、設計後の第三者評価や外部サービスを利用したモニタリ
ングなどで細かく修正していったほか、実際にアプリケーションを動かす GKE 
にも監視のためのソリューションを導入し、ポッドが怪しい通信を行ったらすぐ
にアラートが上がる仕組みを作りあげています。」（家壽田氏）
「なお、セキュリティ周りのポリシーについては親会社であるふくおかフィナン
シャルグループのものをベースに適用しているのですが、当然ですがこれらはオ
ンプレミス環境を前提に作られているため、クラウドベースのシステムには適用
できないところが多々あります。こうしたところはとにかく細かく説明していくこ
とで乗り越えていきました。なお、こうした説明や交渉は金融庁に対しても行っ
ているのですが、昨今、金融庁もクラウド活用に対して理解を示してくださるよ
うになっており、銀行側がしっかりとしたリスク評価と対策を施していることを
説明できれば、パブリック クラウドの利用は問題ないと言っていただけてい
ます。」（宮本氏）
なお、今回のシステム構築に関しては、当初の人材不足を補うべく、大手 SIer と
して知られるアクセンチュアが最大 400 名規模の人材を投入する形で協力。
みんなの銀行内の人材も強化していく中での体制作りも大きなポイントでした。
「今回のシステム開発は、みんなの銀行と、その立ち上げを担ったゼロバンク・デ
ザインファクトリー、そしてアクセンチュアの 3 社で取り組んだのですが、みん
なの銀行が仕様を決めて、ゼロバンク・デザインファクトリーとアクセンチュア
が作るというような下請け発注型ではなく、3 社のメンバーが 1 つの大きな
チームとしてアジャイルに開発していくかたちにこだわりました。さらに今後は、
会社の枠だけでなく、業務やエンジニア、デザイナーといった職種の枠も取り

払って 1 つの "ユニット" の中で開発していくことでコミュニケーションのハレー
ションをなくしていこう、と。」（宮本氏）
このようなやり方を採り入れたのは、冒頭でも言及したスピード感のある開発を
実現することに加え、エンジニアがやりたいことをやりやすい、住み心地の良い
会社にすることで、改善プロセスを継続して回していけるようにするためだと宮
本氏は言います。
「私は前職はまさにそうした下請的な仕事をしていたのですが、みんなの銀行は
本当にこのあたりがフラットで、壁がないなと感じます。オンプレの世界から、フ
ルクラウド、マイクロサービス構成の世界に飛び込んでいるので、いろいろ想定
外ということも多い中、クラウドの面白さ、可能性も実感しているところです。
これまでのやり方では直接やり取りすることがなかった人とも気軽にやり取
りできるようになり、本当に仕事のやりやすい組織になっていることを感じま
すね。」（Engineering Division SRE Group　Senior Engineer　長氏）
こうして無事、開業したみんなの銀行。今後も Goole Cloud を活用して多くの
取り組みを行っていくとのことです。
「2021 年 5 月のサービス開始以来、多くの方にご利用いただいているので、そ
うした声を BigQuery や Vertex AI（旧・AI Platform）で分析していき、既存の
アプリをさらに使いやすく、新規サービスを充実させていきたいですね。また、
BaaS としての展開をさらに活性化させていく予定です。これについては現在、
Apigee X の活用を検討中。よりセキュアな接続が求められる BtoBtoX 向けの
サービスを充実させていきたいですね。新しい技術を活かした新しいサービス
の開発はみんなの銀行の使命の 1 つ。そのためにも、Google Cloud にはこれ
まで以上に魅力的な技術を提供してくれることを期待しています。」（宮本氏）

今後は Apigee X による BaaS 展開強化や AI 活用などを予定

きしつつ、さまざまなパブリック クラウドの中から Google Cloud が選ばれた
理由を説明してくれました。
「みんなの銀行では当初から BaaS（Banking as a Service）をやるという構
想がありました。これは金融サービスを開放して API を通じて異業種とどんど
ん繫がっていこうということなのですが、それをやるには、システムを小さく作り、
スピーディにスケールアウトしていく必要
があります。そう考えると既存の銀行の
ようにオンプレミスではなく、パブリック 
クラウドで作っていった方が良いだろうと。
もちろん、Google Cloud 以外にもさまざ
まな選択肢を検討しましたが、決め手と
なったのは安定性と Cloud Spanner、
BigQuery といった他にないサービスの
存在ですね。」（宮本氏）
「特に  C loud Spanner の存在が大き
かったと思います。検討時点ではまだ大
きな実績のないプロダクトではあったの
ですが、東京と大阪で同じシステムを同時
に動かす "東阪両現用（とうはんりょうげ
んよう）" は、例えばどちらかで大規模災
害が発生した際などでも銀行サービスを
停止させないために絶対必要な仕組み。
これをパフォーマンスを損なうことなく
実現するには Cloud Spanner がどうして

も必要だったのです。なお、この際、データベースを国外に出したくないという
我々の事情を汲んでいただき、東京・大阪のマルチ  リージョンで  C l o u d 
Spanner を動かせるようにしていただいたなど、Google Cloud が積極的に協
力してくださったことには感謝しています。」（Engineering Division Technical 
Lead　家壽田氏）

* みんなの銀行 2021 年 1 月 4 日付 ニュースリリース『国内初のデジタルバンク「みんなの銀行」 銀行システムの稼働開始』
<https://corporate.minna-no-ginko.com/common/pdf/news/2021/newsrelease_media_0104_01.pdf> より




